































































































































































場面 時間 学習 内容
場面 1 07:43-09:10 教師が清涼飲料水作 り
(1分27秒) を模範す る中で、清 涼
飲料水 に入 れ る砂糖 の
量 13gを示 す0
場面 2 ll:46′13.36 教師 の模範 が終 わ り、
(1分50秒) 生徒 に清涼飲料水作 り
に取 りかか るよう声 掛
けをす る0
場面 3 32:56′～33‥44 実験 で作 った清涼飲 料
(48秒) 水 の砂糖量を振 り返 り、
一 日の糖分 摂取量 の目
安 が30gで あることを
説 明す る。
場 面 4 41‥42-43:07 生 徒 は、 市 販 の100%
(1分25秒) オ レンジ ジュースの糖
度 を測定 し、教 師は、
100% ジュ ース に も多
くの糖分が含 まれてい
















































































































































↑ 5 E 0 3 0 8
.▼l,. l l 0 1 3
↓ 0 0 o ォ o : o
無記入 6 7 => i・.
合計
(行動)
12 8 6 1 二:T
*†は向上,-は変化なし,いま低下
摂取糖分量が減っておれば,「行動」が「向上」
したとし,増えていれば「低下」,変化がなければ
「変化なし」とした。
「意識」については,事前と事後の記述を比較し,
飲み方を見直そうとしておれば「向上」とし,飲み
-50-
方を考えていなければ「低下」,変化のない場合は
「変化なし」とした。
表3から,感想を記述した生徒11名中8(73%)
名に意識の向上がみられた。 意識・行動ともに向上
したのは5名であった。
しかし,自分の飲み物摂取に関する感想を記入し
なかった生徒が,軍人した生徒より多かったため,
生徒の意識が本当に向上したかどうかは明らかにす
ることはできなかった。 飲み物摂取状況調査におけ
る感想の記入の徹底が今後の研究課題としてあげら
れる。
5まとめと今後の課題
靖涼飲料水に含まれる糖分について正しく理解さ
せ,適切に選択・摂取できるようにさせるための中
学校家庭科の授業を実施した。 そこには,無果汁の
清涼飲料水を作って飲み比べたり,ジュースの糖度
を測定する活動を取り入れた。 授業効果を検証する
ため,3種類の調査を行い,分析した。
まず,生徒のワークシート調査から,授業を通し
て,生徒は清涼飲料水について正しく理解できたこ
とが確認できた。
次に,再生刺激法調査から,授業中の生徒の内面
過程を把握することができた。 ほとんどの生徒が,
活動に興味関心を持ち,主体的に学ぼうとし,活動
の楽しさを感じていた。 また,大半の生徒が自分の
普段の砂糖摂取量を振り返り,一日に摂取できる量
が思ったより少ないと感じるなど砂糖の摂取量につ
いて考えていた。 しかし,その反面,活動が終わる
と授業外の事を考える生徒が増えていた。 また,教
師の説明を誤解している生徒や,清涼飲料水作りに
使う材料に不安を感じる生徒もいた。
以上の結果をふまえ,教師は,活動以外でも生徒
の興味を継続させるとともに,誤解のない説明の仕
方や生徒の不安を取り除く工夫がさらに必要である
ことが,今後の授業の改善点として示された。
そして,飲み物摂取状況調査から,授業前より授
業後の方が,飲み物からの糖分摂取量は減少してい
ることがわかった。 つまり,授業によって適切に清
涼飲料水を選択・摂取できるようになったといえる。
しかし,自分の飲み方についての感想を記述してい
ない生徒が多く,意識の変化を明確にとらえること
はできなかった。 このため,ワークシートや調査用
紙への記入を徹底することが今後の研究課題である。
また,授業の1週間後に行った再生刺激法調査にお
いては,生徒の記憶に限界を感じる点があったので,
実施時期についても検討が必要であると考える。
漢
1)「清涼飲料水」とは,アルコール分を含まない
(アルコール分1%未満)飲用の液体物で,味や香
りがついている水をいう。 また「ジュース」は,
果汁飲料を指す。 (Wikipediacontributors,
2007)
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